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セフォベシンナトリウムを有効成分とする犬・猫用

の細菌性皮膚感染症の治療を目的とする注射剤が承認

されたので、その概要を紹介する。

セフォベシンは第３世代のセファロスポリン系抗生

物質で、広い抗菌スペクトルを有し、犬及び猫の細菌

性皮膚感染症の主要起因菌であるブドウ球菌、プロテ

ウス及びパスツレラ・ムルトシダに高い抗菌活性を示

す。本剤はβ-ラクタマーゼに安定で、皮下注射後の血

中濃度の持続が長い等の特徴を有する。

１．成分及び分量

１容器中セフォベシンナトリウム800mg（力価）

２．用法及び用量

１容器当たり10mLの注射用水で溶解（80mg（力

価）/mL）して用いる。体重１kg当たりセフォベ

シンとして８mg（力価）を皮下に１回注射する。

３．効能又は効果

［有効菌種］スタフィロコッカス・アウレウス、ス

タフィロコッカス・インターメディウス、スタフ

ィロコッカス・シムランス、プロテウス・ミラビ

リス、パスツレラ・ムルトシダ

［適応症］犬、猫：細菌性皮膚感染症

４．特筆すべき使用上の注意

（１）本剤は第一次選択薬が無効の症例のみに限り使

用すること。

（２）本剤は定められた用法・用量を厳守し、反復投

与は避けること。

（３）本剤の使用に当たっては、耐性菌の発現等を防

ぐため、原則として感受性を確認し、適応症の

治療上必要な場合のみ投与すること。

（４）ペニシリン系及びセファロスポリン系薬剤に過

敏反応を示したことのある犬及び猫には投与し

ないこと。

（５）４ヶ月齢未満の犬及び猫には、安全性が確認さ

れていないため、慎重に投与すること。

（６）本剤の繁殖に及ぼす影響は確認されていないた

め、妊娠中及び授乳中の動物には投与しないこ

と。

（７）本剤は１回皮下投与により感受性菌に対して有

効な血中・組織内濃度が約14日間持続するた

め、本剤投与後14日間は他の抗菌剤を投与する

必要はない。

（抗生物質製剤検査室長　石川　整）

新薬紹介
セフォベシンナトリウムを含有する製剤

（平成19年５月18日承認）

近年、豚における呼吸器感染性病原体の混合感染に

より、疾病が重篤化する豚呼吸器病症候群（PRDC）

が注目されている。特に、豚インフルエンザ、豚萎縮

性鼻炎及びマイコプラズマ肺炎は、混合感染によりそ

の症状が重篤化し、慢性呼吸器疾患としても養豚産業

に経済的損失を与えている。これらの疾病対策及び衛

生管理における省力化に対応することを目的とした混

合ワクチンが承認されたので、その概略を以下に紹介

する。

１．成分及び分量

発育鶏卵培養不活化インフルエンザウイルスA型

A/swine/京都/3/79（H1N1）株及びA/swine/和田山

/5/69（H3N2）株（各株256 HA単位以上／頭分）、パ

スツレラ・ムルトシダB-45株不活化皮膚壊死毒素

豚インフルエンザ・豚パスツレラ症・マイコプラズマ・ハイオニューモニエ

感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

（平成19年５月18日承認）


